
後藤巻則『契約法講義〔第4版〕』＊正誤表 

【2020年8月20日更新】 

■18頁8行目 

「（552条２項。」を「（522条２項。」と訂正する。 

■105頁下から2行目 

「ＡＢの合意に加えて、Ｃの」を「ＡＣの合意に加えて、Ｂの」と訂正する。 

■156頁2～3行目 

「その債務は消滅するが、この場合には、他方の債務も消滅するという関係がある（存続上の牽

連性）。」を「他方の債務の履行を拒むことができるという関係がある。」と訂正する。 

■173頁6～9行目 

6行目の「確定期限付債務は、」以降7、8行目を削除し、9行目冒頭以下に続ける。 

■268頁10行目 

「（545条3項）」を「（545条4項）」と訂正する。 

■295頁10行目 

「権利の全部または一部」を「権利の一部」と訂正する。 

■312頁 

6行目「地位の移転の移転」を「地位の移転」と訂正する。 

10行目「承継人にいて移転」を「承継人に移転」と訂正する。 

■319頁下から10行目 

「遡及効がある。」を「遡及効がない。」と訂正する。 

■321頁下から9～8行目 

「賃借人は賃貸人に対する」を「賃貸人は、賃借人が賃貸人に対する」と訂正する。 

■324頁3行目、328頁12行目 

「20年を超えることができない」を「50年を超えることができない」と訂正する。 

■336頁下から5行目 

「借主は契約の解除を」を「貸主は契約の解除を」と訂正する。 

■337頁4行目 

「（598条2項）。」を「（598条3項）。」と訂正する。 

■344頁 

下から3行目「償還しなければならない」の次に「（592条本文）」を挿入する。 

下から2行目「約束があり（592条本文）、」の「（592条本文）」を削除する。 

■348頁1行目～5行目 

4行目から5行目の「これは、～の規定である。」という文章は、改行をせず347頁末尾に続ける。 

1行目から3行目の文章はその後に続き、末尾の「（同条2項）。」は「（629条2項）。」と訂正

する。 

 



■350頁4行目 

「注文者」を「請負人」と訂正する。 

■361頁下から2行目 

「受任者」を「委任者」と訂正する。 

■364頁7行目 

「債務不履行にも基づく」を「債務不履行に基づく」と訂正する。 

■372頁7行目 

「準用する。」を「準用する（666条3項）。」と訂正する。 

■374頁5行目 

「各組合員まは」を「各組合員または」と訂正する。 

■387頁下から10行目 

「上記①と②における」を「上記①と③における」と訂正する。 

■394頁下から2行目 

「損害を賠償する民法の規定による責任」を「損害を賠償する責任」と訂正する。 

■433頁右段9行目 

「要件の錯誤」を「要素の錯誤」と訂正する。 


